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○
は
じ
め
に

北
海
道
の
人
工
林
資
源
が

利
用
期
を
迎
え
る
中
、
北
海

道
森
林
管
理
局
で
は
森
林
資

源
の
把
握
を
行
い
、
人
工
林

の
整
備
と
資
源
の
供
給
を
進

め
な
が
ら
持
続
的
な
森
林
管

理
を
行
う
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。 

 

森
林
資
源
の
把
握
は
適
切

な
管
理
と
計
画
を
実
施
す
る

た
め
に
大
変
重
要
で
あ
り
、

現
在
は
主
に
マ
ン
パ
ワ
ー
に

よ
る
把
握
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

北
海
道
森
林
管
理
局
が
管

理
経
営
す
る
森
林
は
約

307

万

ha

で
北
海
道
の
森
林
面
積

の
55

％
を
占
め
、
こ
の
う
ち

約
66

万
ha

が
人
工
林
で
す
。 

そ
こ
で
、
千
～
数
千
ha

の

規
模
で
効
率
よ
く
一
度
に

様
々
な
情
報
を
得
ら
れ
る
航

空
レ
ー
ザ
計
測
（
レ
ー
ザ
ー

航
測
と
も
い
う
）
の
技
術
に

着
目
し
、
森
林
計
画
を
た
て

た
り
実
際
の
林
業
が
行
わ
れ

て
い
る
現
場
で
使
え
る
か
ど

う
か
を
検
証
し
、
北
海
道
の

森
林
に
適
し
た
技
術
の
確
立

と
民
有
林
へ
の
技
術
の
普
及

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。 

○
航
空
レ
ー
ザ
計
測
の
取
組

航
空
レ
ー
ザ
計
測
は
、
航

空
機
等
か
ら
レ
ー
ザ
ー
を
地

上
に
向
け
て
照
射
し
、
そ
の

跳
ね
返
っ
て
き
た
情
報
か
ら

対
象
物
の
高
さ
を
読
み
取
り

地
盤
高
や
樹
木
の
高
さ
等
を 

把
握
す
る
技
術
で
、
崩
壊
地

等
の
現
場
の
把
握
で
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
図
１
） 

 

こ
れ
ま
で
北
海
道
森
林
管

理
局
で
は
、
平
成
24

年
度
に

根
釧
西
部
森
林
管
理
署
で
カ

ラ
マ
ツ
人
工
林
を
主
体
に
概

ね
１
，
５
０
０
ha

、
平
成
26

年
度
に
胆
振
東
部
森
林
管
理

署
で
、
ト
ド
マ
ツ
及
び
ア
カ

エ
ゾ
マ
ツ
人
工
林
を
主
体
に

概
ね
１
，
７
５
０
ha

の
区
域

を
設
定
し
、
人
工
林
に
お
け

る
森
林
の
蓄
積
・
計
測
精
度

等
の
調
査
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
（
図
２
） 

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
調
査

対
象
地
か
ら
実
際
に
ど
れ
だ

け
の
丸
太
が
作
ら
れ
た
か
に

よ
る
、
「
航
空
レ
ー
ザ
計
測

の
調
査
精
度
の
検
証
」
を
、

根
釧
西
部
森
林
管
理
署
で
は

平
成
25

年
度
か
ら
３
年
間
、

胆
振
東
部
森
林
管
理
署
で
は

平
成
26

年
度
か
ら
２
年
間
に

渡
り
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

○
検
証
結
果

根
釧
西
部
森
林
管
理
署
の

カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
に
お
い
て

は
実
際
の
丸
太
が
作
ら
れ
た

量
に
対
し
て
航
空
レ
ー
ザ
計

測
予
測
で
94

％
と
高
い
精
度

に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
人
手
に
よ
る
現
地

調
査
の
結
果
と
も
比
較
を
行

い
３
年
間
で
21

林
小
班
、
約

243

ha

の
間
伐
を
対
象
に
調
査

し
た
結
果
、
航
空
レ
ー
ザ
計

測
は
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
精

度
が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

（
表
１
） 

胆
振
東
部
森
林
管
理
署
に

お
い
て
は
、
ト
ド
マ
ツ
及
び

ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
人
工
林
の
８

箇
所
で
現
地
の
立
木
の
材
積

を
一
本
一
本
全
て
把
握
し
、

航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
と

比
較
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
傾
向
と
し
て
実

際
の
現
地
に
比
べ
樹
木
の
本

数
は
僅
か
に
少
な
く
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。 

図 1

計測のしくみ

表 1 検証結果 
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樹
高
と
幹
の
太
さ
（
北
海
道

で
は
地
際
か
ら

130

cm

の
位
置

で
樹
木
の
直
径
を
計
測
す
る
）

で
は
大
き
い
値
と
な
り
、
材
積

で
は
対
レ
ー

ザ

計
測

値

が

100

％
近
い
値
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
比
較
的
若
く

林
内
が
混
み
合
っ
て
た
場
所

で
は
航
空
レ
ー
ザ
計
測
で
は

把
握
し
に
く
い
樹
木
が
あ
り
、

樹
木
の
本
数
は
少
な
く
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以

外
の
項
目
で
大
き
い
値
と
な

っ
た
た
め
に
材
積
を
計
算
す

る
と
誤
差
と
誤
差
が
埋
め
合

っ
て

100

％
近
く
に
な
っ
た
の

が
理
由
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま

す
。 こ

の
他
に
両
署
で
、
人
手
に

よ
る
現
地
調
査
と
航
空
レ
ー

ザ
計
測
で
予
測
し
た
立
木
の

材
積
を
、
実
際
に
作
ら
れ
た
丸

太
の
量
と
比
較
を
行
っ
た
結

果
、
ど
ち
ら
の
署
で
も
人
手
に

よ
る
現
地
調
査
と
比
べ
て
遜

色
は
な
い
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。 

○
こ
の
他
の
有
用
性

航
空
レ
ー
ザ
計
測
の
利
点

は
、
一
度
の
飛
行
で
多
様
な
情

報
を
収
集
で
き
る
こ
と
で
す

が
、
そ
の
情
報
か
ら
間
伐
が
必

要
な
人
工
林
を
抽
出
す
る
な

ど
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｉ
Ｓ
）
を
利
用
し
て
目
的
に
応

じ
た
区
分
を
行
い
施
業
地
を

視
覚
的
に
確
認
す
る
の
に
も

有
効
で
す
。
（
図
３
） 

ま
た
、
森
林
情
報
と
同
時
に

得
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
森
林

の
画
像
や
詳
細
な
地
形
図
の

取
得
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

（
図
４
） 

ど
ち
ら
も
、
森
林
情
報
と
合

わ
せ
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
に
よ
り
森

林
の
現
況
を
確
認
し
、
木
材
の

運
搬
路
の
作
設
予
定
に
活
用

し
た
り
、
崩
壊
地
の
確
認
と
対

応
策
を
立
て
る
の
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
（
図
５
） 

航
空
レ
ー
ザ
計
測

は
、
大
面
積
の
人
工

林
や
入
山
困
難
な
箇

所
で
も
情
報
が
取
得

可
能
で
あ
り
、
各
種

情
報
を
統
合
し
、
Ｇ

Ｉ
Ｓ
で
一
元
管
理
す

る
な
ど
に
よ
っ
て
有

効
活
用
で
き
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

一
方
で
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
か
ら
広
葉

樹
の
割
合
が
高
い
森

林
で
は
樹
木
の
種
類

を
分
別
し
た
り
材
積

を
把
握
す
る
場
合
に

誤
差
が
大
き
く
、
技
術
的
な
手

法
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
幅
の
狭
い
箇
所
や
小

面
積
の
人
工
林
で
も
誤
差
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
直
ぐ
に

全
て
の
森
林
調
査
を
航
空
レ

ー
ザ
計
測
に
置
き
換
え
て
は

使
え
な
い
な
ど
今
後
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。 

○
今
後
に
向
け
て

航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
限
ら
ず
、

森
林
管
理
の
た
め
の
新
し
い

技
術
や
施
業
に
つ
い
て
は
、
試

行
錯
誤
を
行
い
な
が
ら
、
そ
の

優
位
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う

検
証
の
積
み
重
ね
が
大
切
で

す
。
北
海
道
森
林
管
理
局
で

は
、
国
有
林
の
知
識
と
技
術
を

生
か
し
な
が
ら
北
海
道
の
森

林
に
適
し
た
技
術
の
確
立
を

目
指
し
、
地
域
の
林
業
へ
還
元

で
き
る
よ
う
な
取
組
を
今
後

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま

す
。 

（
計
画
課
） 
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宗
谷
森
林
管
理
署
で
は
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

取
組
と
し
て
、
市
町
村
森
林

整
備
計
画
実
行
管
理
推
進
チ

ー
ム
会
議
で
宗
谷
振
興
局
、

管
内
の
森
林
組
合
及
び
、
市

町
村
と
市
町
村
森
林
整
備
計

画
の
樹
立
に
向
け
て
検
討
会

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

会
議
の
中
で
、
民
有
林
の

施
業
集
約
化
を
図
り
効
率
的

な
森
林
施
業
を
進
め
て
い
く

た
め
に
は
、
林
業
専
用
道
等

を
適
切
に
配
置
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
市
町

村
毎
の
図
面
を
見
な
が
ら
施

業
集
約
化
や
国
有
林
と
の
連

携
を
検
討
し
な
が
ら
議
論
を

進
め
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
図
面
だ
け
で
は
、

既
設
の
林
道
や
国
有
林
と
民

有
林
の
位
置
関
係
等
が
解
り

ず
ら
い
こ
と
か
ら
、
「
図
面

と
航
空
写
真
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
」
と
参
加
者
か
ら

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
に
、
地
図
情
報
、
林
小
班

ご
と
の
デ
ー
タ
、
航
空
写
真

と
の
連
携
に
よ
る
一
元
的
な

森
林
管
理
等
を
実
現
す
る
森

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
研
修
会
を
宗
谷

総
合
振
興
局
と
連
携
を
図

り
、
森
林
情
報
士
と
し
て
森

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
に
関
す
る

専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
持

つ
署
の
職
員
が
研
修
講
師
を

担
当
し
実
施
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

研
修
対
象
者
は
、
森
林
林

業
に
携
わ
る
宗
谷
森
林
管
理

署
、
宗
谷
総
合
振
興
局
、
市

町
村
職
員
及
び
、
林
業
事
業

体
な
ど
職
員
２５

名
が
参
加
し

二
日
間
の
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。 

研
修
内
容
と
し
て
は
、
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
基
礎
知
識
と
Ｑ
Ｇ
Ｉ

Ｓ
を
活
用
し
た
基
本
操
作
、

ハ
ン
デ
ィ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
Ｑ
Ｇ
Ｉ

Ｓ
の
連
携
等
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

市
町
村
や
事
業
体
で
Ｇ
Ｉ

Ｓ
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
の
に

経
費
的
な
負
担
の
な
い
、
フ

リ
ー
ソ
フ
ト
で
超
高
機
能
な

Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
用
し
て
研
修

を
行
い
ま
し
た
。 

事
業
体
の
職
員
か
ら
は
、

「
ハ
ン
デ
ィ
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
記
録

し
た
面
積
デ
ー
タ
、
森
林
作

業
道
の
デ
ー
タ
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と

連
携
し
、
地
図
上
に
表
示
さ

せ
、
面
積
計
算
、
森
林
作
業

道
の
距
離
を
計
算
す
る
な
ど

様
々
な
デ
ー
タ
を
一
元
的
に

管
理
で
き
現
場
で
も
活
用
で

き
る
」
と
の
感
想
で
し
た
。 

ま
た
、
自
治
体
の
職
員
か

ら
は
「
エ
ク
セ
ル
で
作
成
し

た
森
林
調
査
簿
デ
ー
タ
と
Ｇ

Ｉ
Ｓ
と
の
連
携
や
航
空
写
真

の
表
示
は
、
施
業
集
約
化
や

森
林
経
営
計
画
、
森
林
調
査

を
進
め
て
い
く
う
え
で
応
用

で
き
る
技
術
で
あ
る
」
と
の

感
想
で
し
た
。 

「
今
後
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用

方
法
や
機
能
を
限
定
し
た
研

修
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
の
要
望
が
あ
り
、

よ
り
高
度
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
実
現
に
、
参
加
者
の
意
欲

を
感
じ
ま
し
た
。 

国
有
林
野
事
業
は
、
一
般

会
計
化
か
ら
３
年
が
過
ぎ
民

国
連
携
に
よ
る
地
域
の
課
題

を
見
つ
け
、
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

今
後
も
国
有
林
が
培
っ
て

き
た
知
識
・
経
験
・
技
術
力

を
地
域
貢
献
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
森
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
森
林

基
本
図
や
森
林
計
画
図
、
森

林
簿
と
い
っ
た
森
林
の
基
本

情
報
を
デ
ジ
タ
ル
処
理
し
、

図
面
や
帳
簿
を
一
元
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

※
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
誰
で
も
自

由
に
使
っ
て
よ
い
公
開
さ
れ

た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
こ
と
。 

市町村森林整備計画実行管理推進チーム会議 

森林 GIS 活用研修 
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１
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？ 

昭
和
46

年
に
北
見
地
域
に

お
け
る
森
林
施
業
の
総
合
的

な
技
術
の
開
発
と
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
地
域
に
親

し
み
の
あ
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
を

冠
し
て
設
定
さ
れ
た
の
が

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
で
す
。 

区
域
は
、
北
見
市
（
網
走

中
部
森
林
管
理
署
）
と
網
走

市
（
網
走
南
部
森
林
管
理
署
）

に
ま
た
が
る
国
有
林
３
，
６

４
８
ha

で
そ
の
中
心
を
北
見

市
端
野
町
と
網
走
市
卯
原
内

を
結
ぶ
併
用
林
道
が
貫
い
て

お
り
、
北
見
市
中
心
部
か
ら

車
で
約
30

分
と
ア
ク
セ
ス
も

良
い
森
林
で
す
。 

今
回
は
、
そ
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。 

【
し
ら
か
ば
十
字
園
】 

大
正
６
年
に
発
生
し
た
山

火
事
後
に
自
然
の
力
で
復
旧

し
た
森
林
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

の
森
の
中
心
部
に
位
置
し
ま

す
。 シ

ラ
カ
バ
を
主
と
し
て
チ

ョ
ウ
セ
ン
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
、
ハ

リ
ギ
リ
、
ホ
オ
ノ
キ
な
ど
の

広
葉
樹
に
加
え
、
ト
ド
マ
ツ

の
小
中
径
木
も
見
受
け
ら
れ
、

森
林
の
遷
移
（
移
り
変
わ
り
）

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
展
望
台
】 

オ
ホ
ー
ツ
ク
の
森
の
中
心

「
し
ら
か
ば
十
字
園
」
か
ら

1.3

㎞
、
北
見
市
と
網
走
市
の

境
界
線
上
に
あ
り
ま
す
。 

 

眼
下
に
は
、
能
取
湖
、
網

走
湖
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
天

気
が
良
い
と
き
に
は
羅
臼
岳
、

硫
黄
山
な
ど
の
知
床
連
山
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
古
の
森
】 

 

「
し
ら
か
ば
十
字
園
」
と

接
す
る
場
所
に
あ
り
、
総
延

長
約
１
㎞
の
歩
道
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
歩
道
沿
い
に
は
、

木
の
名
前
や
特
徴
、
森
林
の

生
態
の
解
説
板
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
倒
木
更
新
、
ク

マ
ゲ
ラ
の
食
痕
や
樹
齢
約
４

０
０
年
の
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
を

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

【
自
然
再
生
モ
デ
ル
林
】 

「
人
工
林
を
自
然
に
近
い

森
（
針
広
混
交
林
）
に
誘
導

す
る
」
こ
と
を
目
的
に
オ
ホ

ー
ツ
ク
の
森
の
一
部
、
約

100

ha

を
設
定
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
植

樹
や
保
育
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
企
業
や
団
体
の
林
業

体
験
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
森
」
を
中
心
に

地
元
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
の
協
働
で
取
り

組
む
自
然
再
生
事
業
、
夏
休

み
中
の
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
こ
ど
も
探
検
隊
」
や
一

般
市
民
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
育
樹
な
ど
、
森
林

内
で
の
体
験
活
動
を
通
じ
た

森
林
環
境
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
パ
ネ
ル
展
示
や
木

工
ク
ラ
フ
ト
作
成
な
ど
を
通

じ
て
、
森
林
・
樹
木
と
接
す

る
き
っ
か
け
作
り
、
森
林
の

大
切
さ
や
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

常呂川森林ふれあい推進センター 

「こども探検隊」での沢渡り「ボランティア育樹」での枝落し「企業の林業体験」での植樹 
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◇ 
 

◇ 
 

◇ 

美
瑛
森
林
事
務
所
が
所
在

す
る
上
川
郡
美
瑛
町
は
北
海

道
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
り
、
上

川
盆
地
と
富
良
野
盆
地
の
間

の
丘
陵
地
帯
で
、
白
雲
岳
、

ト
ム
ラ
ウ
シ
山
、
美
瑛
岳
、

十
勝
岳
な
ど
２
，
０
０
０
ｍ

級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
町
で

す
。 

 

           

基
幹
産
業
は
畑
作
を
中
心

と
し
た
農
業
で
す
が
、
『
丘
の

ま
ち
「
び
え
い
」
』
と
し
て
全

国
的
に
知
ら
れ
、
美
し
い
花

や
耕
作
地
と
自
然
が
織
り
な

す
壮
大
な
景
色
等
を
楽
し
む

た
め
、
年
間
１
０
０
万
人
を

超
す
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
近
年
は
、
枯
れ
木
々
が

青
色
の
水
辺
の
上
に
そ
び
え

立
ち
、
幻
想
的
な
風
景
を
作

り
出
し
て
い
る
「
青
い
池
」

も
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
美
瑛
町
と
上
富
良

野
町
に
ま
た
が
る
十
勝
岳
は
、

過
去
１
５
０
年
の
間
に
５
回

の
噴
火
（
３
０
～
４
０
年
の

周
期
）
が
あ
り
、
と
り
わ
け

大
正
１
５
年
に
は
、
噴
火
に

よ
る
融
雪
型
泥
流
に
よ
り
死

者
・
行
方
不
明
者
１
４
４
名

を
出
す
大
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。 

国
、
道
、
町
な
ど
の
関
係

機
関
に
よ
り
様
々
な
防
災
対

策
が
行
わ
れ
て
お
り
、
当
署

で
は
こ
れ
ま
で
に
約
１
５
０

基
の
治
山
施
設
を
施
工
し
て

い
ま
す
。 

            
◇ 

 

◇ 
 

◇ 

美
瑛
森
林
事
務
所
は
、
美

瑛
町
内
の
白
金
地
区
と
朗
根

内
地
区
の
国
有
林
約
２
万
６

百
ha

を
管
理
し
て
お
り
、
部

内
に
は
白
金
自
然
休
養
林
や

十
勝
岳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

現
在
４
名
の
職
員
で
、
国
民

の
財
産
で
あ
る
国
有
林
野
を

適
切
に
管
理
す
る
た
め
の
現

場
巡
視
・
境
界
管
理
、
豊
か

で
多
様
な
森
林
に
育
て
る
た

め
の
間
伐
等
の
森
林
整
備
事

業
、
森
林
の
現
況
を
知
る
た

め
の
各
種
調
査
、
地
元
山
岳

会
等
と
連
携
し
た
登
山
歩
道

等
の
整
備
、
小
学
生
等
へ
の

森
林
教
室
、
地
域
活
動
へ
の

参
加
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
緩
や
か
な
傾
斜
な

ど
北
海
道
の
特
性
を
活
か
し
、

路
網
を
高
密
度
に
整
備
し
集

材
距
離
を
短
縮
す
る
と
と
も

に
、
伐
倒
・
枝
払
い
・
玉
切

を
一
台
で
行
う
ハ
ー
ベ
ス
タ

等
を
活
用
す
る
こ
と
で
高
効

率
・
低
コ
ス
ト
の
作
業
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
「
北

海
道
型
作
業
シ
ス
テ
ム
モ
デ

ル
施
業
地(

１
４
７
ha

）
」
が
設

定
さ
れ
、
民
有
林
関
係
者
も

参
加
す
る
現
地
研
修
会
の
場

と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
同
施
業
地
に
お

い
て
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
を
活

用
し
て
間
伐
を
行
い
、
間
伐

し
た
木
を
丸
太
に
す
る
製
品

生
産
事
業
を
行
い
、
事
業
監

督
と
と
も
に
、
森
林
技
術
・

支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
と
も
に

功
程
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

最
大
で
２
０
m3/

人
日
と
高

い
生
産
性
で
し
た
。 

          

◇ 
 

◇ 
 

◇ 

最
後
に
、
日
々
、
業
務
に

東
奔
西
走
し
て
い
ま
す
が
、

地
元
の
皆
様
方
の
ご
理
解
や

ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

豊
か
な
森
林
を
後
世
ま
で
引

き
継
ぐ
た
め
、
現
場
の
最
前

線
で
努
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

こんにちは 
前上川中部森林管理署

美瑛森林事務所 

首席森林官 

（美瑛・朗根内担当区） 

菅野 聖志 
森 林 官 です! 

青い池 

望岳台からの「十勝岳」 

ハーベスタによる伐倒 
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岩
見
沢
市
立
美
流
渡 

小
学
校
で
森
林
教
室 

【
空
知
森
林
管
理
署
】 

子
ど
も
た
ち
に
、
森
林
に

親
し
み
、
そ
の
自
然
の
す
ば

ら
し
さ
を
感
じ
、
そ
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
う
「
森
林

ふ
れ
あ
い
事
業
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
平
成
27

年
度

は
、
岩
見
沢
市
立
美
流
渡
小

学
校
４
～
６
年
生
の
み
な
さ

ん
と
四
季
を
通
じ
た
森
林
教

室
を
計
５
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

３
月
２
日
に
、
こ
れ
ま
で

の
森
林
教
室
を
通
じ
て
気
づ

い
た
こ
と
、
興
味
を
持
っ
た

こ
と
な
ど
を
模
造
紙
に
と
り

ま
と
め
る
「
自
由
研
究
」
を

行
い
、
そ
の
成
果
を
授
業
参

観
日
の
「
生
活
・
総
合
発
表

会
」
で
報
告
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
、
当
署
も
招
待
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
創
意
工

夫
し
て
と
り
ま
と
め
た
壁
新

聞
の
前
で
、
森
林
の
は
た
ら

き
、
森
林
の
木
の
実
、
動
物
、

植
物
、
虫
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

が
興
味
を
持
っ
た
内
容
に
つ

い
て
大
き
な
声
で
発
表
し
て

く
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
美
流
渡
の
森

林
を
も
っ
と
好
き
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
来
年
も
み
な
さ
ん
と

森
林
教
室
で
会
え
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

遠
別
町
立
遠
別
小
学
校 

で
森
林
教
室 

【
留
萌
北
部
森
林
管
理
署
】 

遠
別
町
立
遠
別
小
学
校
で

は
、
２
月
23

日
に
３
年
生
、
24

日
に
４
年
生
の
児
童
と
遠
別

町
富
士
見
ヶ
丘
公
園
で
森
林

教
室
を
行
い
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
「
木
の
は
た
ら

き
」
や
「
森
林
管
理
署
の
仕

事
」
に
つ
い
て
話
を
し
た
後
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
き
、
木

の
名
前
や
立
ち
木
の
胸
高
直

径
を
測
る
体
験
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

遠
別
小
学
校
の
森
林
教
室

は
４
年
生
で
終
了
し
ま
す
が
、

森
林
へ
の
興
味
を
い
つ
ま
で

も
持
ち
続
け
て
い
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

新
得
町
立
屈
足
南
小
学
校 

で
森
林
観
察
会 

【
東
大
雪
支
署
】 

２
月
10

日
、
新
得
町
立
屈

足
南
小
学
校
３
・
４
年
生
児

を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。 

小
学
校
か
ら
葉
っ
ぱ
を
使

っ
た
ク
ラ
フ
ト
を
行
っ
て
み

た
い
と
い
う
要
望
を
受
け
、

森
林
か
ら
集
め
た
、
葉
っ
ぱ
、

ツ
ル
、
木
の
皮
、
ド
ン
グ
リ
、

松
ぼ
っ
く
り
な
ど
を
用
い
た

お
面
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
た
。 

30

種
類
以
上
の
素
材
か
ら

自
由
に
選
び
、
飾
り
付
け
を

し
、
色
と
り
ど
り
の
素
材
を

ア
ク
セ
ン
ト
に
し
た
、
個
性

あ
ふ
れ
る
お
面
が
た
く
さ
ん

完
成
し
ま
し
た
。 

各地からの便り 
検索森もりスクエア「各地からの便り」の詳細は 

個性豊かなお面が出来ました 

公園内で木の名前の勉強です 

緊張していましたが、 

大きな声で発表してくれました 
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行
事
・ 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

  

【
胆
振
東
部
森
林
管
理
署
】 

む
か
わ
町
と
胆
振
東
部
森
林

管
理
署
は
、
こ
れ
ま
で
森
林
整

備
推
進
協
定
を
締
結
し
連
携
し

て
シ
ス
テ
ム
販
売
を
す
る
な
ど

森
林
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
む
か
わ
町
と
北
海
道

（
胆
振
総
合
振
興
局
森
林
室
）

に
お
い
て
も
協
定
を
締
結
し
、

一
体
的
な
森
林
整
備
な
ど
の
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

３
月
22

日
、
む
か
わ
町
に
お

い
て
地
域
が
主
体
と
な
り
、
国

有
林
、
道
有
林
、
む
か
わ
町
や

私
有
林
と
い
う
、
所
管
を
超
え

た
一
体
的
な
森
林
の
整
備
・
管

理
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
及

び
木
育
を
推
進
し
、
地
域
の
振

興
・
再
生
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
協
定
を
結
び
ま
し

た
。 協

定
締
結
に
よ
り
、
む
か
わ

町
面
積
の
約
８
割
の
森
林
に
つ

い
て
、
一
体
的
に
３
者
で
連
携

し
て
森
林
整
備
等
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。 

協
定
調
印
後
、
梅
木
署
長
か

ら
「
一
般
会
計
移
行
後
、
国
有

林
は
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の

一
層
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。 

今
後
は
道
有
林
、
民
有
林
の
力

も
合
わ
せ
て
、
森
林
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

地
域
の
活
性
化
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
」
と
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。 

   

３
月
26
日
、
北
海
道
と
本
州

を
つ
な
ぐ
北
海
道
新
幹
線
が
開

業
し
ま
し
た
。 

北
海
道
と
本
州
、
九
州
が
新

幹
線
網
で
つ
な
が
り
、
東
京
か

ら
新
函
館
北
斗
間
が
、
最
短
で

４
時
間
２
分
で
行
き
来
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

北
海
道
内
外
に
お
け
る
観
光

や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
様
々
な
分
野

で
連
携
・
交
流
が
拡
大
し
、
地

域
経
済
が
活
性
化
す
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

新
幹
線
・
木
古
内
駅
に
は
、

「
町
の
木
」
で
あ
る
道
南
ス
ギ

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
広

大
で
大
変
豊
か
な
森
林
を
国
民

共
通
の
財
産
と
し
て
、
世
代
を

超
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
的
な

管
理
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
豊
か
な
姿
で
次
の
世
代
に

引
き
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て

お
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
は
、「
公
売
・
入

札
情
報
」「
知
床
世
界
自
然
遺
産
」

「
エ
ゾ
シ
カ
対
策
」「
森
も
り
！

ス
ク
エ
ア
」
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
」

等
の
各
サ
イ
ト
内
に
お
い
て
北

海
道
国
有
林
の
情
報
を
お
届
け

し
て
お
り
ま
す
。 

広報 「北の森林
も り
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http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 

５
月
７
日
（
土
曜
日
） 

森
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ

 

開
会
式 

（
北
海
道
庁
赤
レ
ン
ガ
前
） 

検索 北海道森林管理局 

（
右
か
ら
） 

梅
木
胆
振
東
部
森
林
管
理
署
長 

竹
中
む
か
わ
町
長 

小
玉
胆
振
総
合
振
興
局
長 

写真：2015 年の模様

道南スギを使用した 

木古内駅 
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